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市
は
、
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設

に
対
し
て
、
公
共
施
設
保
全
計
画

（
以
下
、
保
全
計
画
）に
基
づ
い
て
施

設
の
改
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
び
、
次
の
通
り
変
更
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

保
全
計
画
と
は

　

適
切
な
時
期
に
改
修
を
実
施
し
、

建
物
を
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る
た

め
の
改
修
計
画
で
す
。

　

改
修
に
は
、
軀
体
だ
け
の
状
態
に

し
て
断
熱
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

含
む
す
べ
て
を
改
修
す
る
大
規
模
改

修
工
事
と
、
屋
上
防
水
を
含
む
外
装

工
事
を
主
と
し
て
不
具
合
が
あ
る
部

位
や
設
備
機
器
を
改
修
す
る
中
規
模

改
修
工
事
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
保
全
計
画
を
原
則

保
留
す
る
の
か

　

保
全
計
画
に
基
づ
い
て
公
共
施
設

を
改
修
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
次
の

1
万
6
3
4
0
円
で
す
。
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
年
金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
で
、
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納
付
や

割
引
制
度
が
あ
る
口
座
振
替
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
立
川
年
金
事
務
所

☎（
5
2
3
）0
3
5
2

中
小
企
業
の
C
O
2
削
減
対
策

に
補
助
金
を
交
付

　

市
は
、
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
施

設
改
修
に
よ
っ
て
積
極
的
な
C
O
2

削

減
に
取
り
組
む
中
小
企
業
に
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象　

▼
事
業
者
＝
市
内
で

操
業
し
て
い
る
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
中
小
企
業（
対
象
事
業
に
つ
い

て
、
市
や
都
か
ら
補
助
を
受
け
て
い

る
場
合
を
除
く
）▼
条
件
＝
▽
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
診
断
に
基
づ
い
て
行
う
改

３
つ
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
保
全
計
画
を
い
っ
た
ん
保
留
し
、

今
後
の
公
共
施
設
の
改
修
の
考
え
方

を
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
課
題
1　

今
後
の
市
の
財
政
状
況

　

こ
の
ま
ま
保
全
計
画
に
基
づ
い
て

公
共
施
設
を
改
修
し
た
場
合
、
平
成

40
年
代
に
は
現
在
の
約
1
・
7
倍
の

改
修
費
用
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で

す（
グ
ラ
フ
1
）。

●
課
題
2　

人
口
減
少
へ
の
対
応　

保
全
計
画
は
、
今
後
の
人
口
減
少
を

見
込
ん
で
い
な
い
た
め
、
保
全
計
画

通
り
に
改
修
す
る
と
、
将
来
の
人
口

規
模
に
対
し
て
、
余
剰
と
な
る
床
面

修
で
平
成
31
年
2
月
末
ま
で
に
工
事

を
完
了
す
る
▽
過
去
1
年
間
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
等
の
デ
ー
タ
を
把
握

し
て
い
る
、
な
ど
▼
対
象
設
備
＝
業

務
用
エ
ア
コ
ン
、
高
効
率
照
明
器
具
、

省
エ
ネ
型
業
務
用
冷
蔵
庫
な
ど

●
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
3

分
の
1
以
内（
上
限
50
万
円
。
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

　

申
請
方
法
等
く
わ
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
対
策
課
温
暖
化
対
策
係
・
内

線
2
2
4
3

　

3
月
25
日
号
に
掲
載
し
た
イ
ラ
ス

ト
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
左
の
通
り
で
す
。

積
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
課
題
3　

大
規
模
改
修
の
費
用
対

効
果　

大
規
模
改
修
工
事
は
中
規
模

改
修
工
事
の
約
３
倍
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
予
定
で

は
、
大
規
模
改
修
す
る
学
校
と
中
規

模
改
修
す
る
学
校
の
工
事
後
に
施
設

を
利
用
す
る
年
数（
残
存
耐
用
年
数
）

を
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
５
年
間
の

差
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
残
存
耐
用
年

数
１
年
当
た
り
の
費
用
を
考
え
る
と
、

大
規
模
改
修
工
事
の
費
用
対
効
果
に

課
題
が
あ
り
ま
す（
グ
ラ
フ
2
）。

保
全
計
画
を
保
留
す
る
期

間
の
施
設
利
用
は

　

当
面
の
間
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
各

施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
現
在
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
施

設
の
改
修
は
こ
の
見
直
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
予
定
通
り
行
い
ま
す
。

今
後
の
公
共
施
設
改
修
の

　

考
え
方
を
見
直
し
ま
し
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
補
助
金
の
交
付
対
象
事
業

　

市
は
、
市
民
活
動
団
体
等
が
他
団

体
と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
た
め
に
実
施
す
る
事
業
に

対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年

度
実
施
の
交

付
対
象
事
業

に
つ
い
て
審

査
を
行
っ
た

結
果
、下
表
の

3
事
業
に
決

定
し
ま
し
た
。

事
業
の
く
わ

し
い
内
容
は
、

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
協
働
推
進
課
・
内
線
2
6
2
7

平
成
30
年
度　

国
民
年
金
保

険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
30
年
4
月
分
〜
平
成
31
年
3

月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

平成30年度　国民年金保険料と割引額
支払方法 保険料 割引額

納
付
書

毎月 16,340円 0円
半年前納（前期・後期） 97,240円 800円（半年）

１年前納 192,600円 3,480円（１年）
２年前納 378,580円 14,420円（２年）

口
座
振
替

通常（毎月翌月振替） 16,340円 0円
早割（毎月当月振替） 16,290円 50円（月額）
半年前納（後期） 96,930円 1,110円（半年）

▶口座振替による後期前納の振替日＝10月31日㈬
▶納付書による半年前納（前期）、 １年前納、 ２年前納の納付期
限＝５月１日㈫

　国の制度である５つの手当額（下表）が、４月分
から変更になりました。この手当額変更は、５月

期以降の振り込みに反映されます。

問①～③障害福祉課・内線1510、④⑤子育て推
進課・内線1346

●手当額（月額）
平成29年度 平成30年度

①特別障害者手当 26,810円 26,940円
②障害児福祉手当 14,580円 14,650円
③経過的福祉手当 14,580円 14,650円

④特別児童
　扶養手当

１級 51,450円 51,700円
２級 34,270円 34,430円

⑤児童扶養
　手当
（全部支給）

第１子 42,290円 42,500円
第２子 9,990円 10,040円
第３子以降 5,990円 6,020円

5つの手当額が
変更になりました国制度

事業名 団体名 担当課
市民による生き物デー
タベースづくり事業

特定非営利活動法人
教育支援協会東京西

環境対
策課　

2018石田倉庫のアート
な２日間 石田倉庫の住人 地域文

化課　
第2期市民のための体
験型防災講座

立川市災害ボランテ
ィアネット 防災課

64平成24 29 34 39 44 49 54 59

保全計画推計費用

平成26～30年度平均

平成31～35年度平均

平成36～45年度平均

平成46～65年度平均
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約1.7倍

大規模改修と中規模改修後、建替え（築後70
年）までの施設軀体の残存耐用年数（平均）

全体平均 学校平均
中規模改修後残
存耐用年数

17年 17年

大規模改修後残
存耐用年数

29年 22年

大規模改修と中
規模改修の残存
耐用年数の差

12年 5年

大規模改修と中規模改修にかかる費用の
差額（平均差）

公共施設保全計画（平成28年度改訂版）より算出

参考：公共施設保全計画（平成28年度改訂版）財政の見通し

大規模改修の費用対効果

グラフ１

グラフ２

改修・建替えにかかる費用の見込み
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問ごみ対策課☎（531）5517

道路（公道）に資源・
ごみを出さないで！

問
行
政
経
営
課
・
内
線
2
7
0
2

今後の公共施設改修の考え方
●公共施設保全計画の原則保留

●大規模改修工事は中規模改修工事に変更

●公共施設再編個別計画による再編

　（建替えの場合は複合化・減築を行う）

●保全計画の部分実施（再編対象外）

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ


